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1. 序論 

「ブロッキング高気圧」とは中緯度の対流圏上

層を流れるジェット気流が南北に大きく蛇行, 分

流した状態が持続する「ブロッキング現象」が発

生することで形成される背の高い高気圧である. 

ブロッキング高気圧は移動性高気圧を巻き込み, 

数週間から 1 ヶ月程度の停滞する.  

ブロッキングは異常気象の因子の一つであり, 

ブロッキング高気圧の付近で高温や寒波, 長雨, 

干ばつなどの異常気象を引き起こす. 惑星波によ

ってブロッキングの影響は遠隔の地域にも及ぶこ

とが知られている(Inaba and Kodera[1]2010).  

過去数十年で北極域は中低緯度に比べおよそ倍

の速さで温暖化している. Arctic Amplification(北

極増幅)と呼ばれるこの現象は中緯度において異

常気象の頻度を高めるとされている(Francis, J. A.  

and S. J. Vavrus, [2] 2012). 極域が温暖化するこ

とで南北の温度勾配が緩み, ジェット気流が弱化

する. 惑星波の伝播が遅れることで大気が停滞し

やすくブロッキング現象が起こりやすくなる.  

本研究はブロッキング高気圧の発生日数の傾向

について解析した. ブロッキング高気圧の長期変

動と, その原因と結果について調査し, 異常気象

の増加の原因を明らかにすることを研究目的とす

る. 

 

2. 使用データ 

 本研究では気象庁の JRA-25 長期再解析データ

の 300hPa 面のジオポテンシャル高度, 風速, 気

温を使用した. 期間は 1979年から 2012年までの

34 年間. 対象とした範囲は北緯 45°から 75°.  

 
3. 解析手法 

本研究は Tibaldi and Molteni[3](1990)で定義さ

れたブロッキング検出方法を用いた.  

𝑍(φ0)−𝑍(φs)

(φ0− φs)
> 0 ,     (1) 

𝑍(φn)−𝑍(φ0)

(φn− φ0)
< −8 m/°    (2) 

φ𝑠 =  φ0 − 15°,  φn =  φ0 + 15° 

φ は緯度,  Z は 300hPa での高度を示す. 

まず移動性擾乱の影響を取り除くためジオポテ

ンシャル高度のデータに 9 日間の時間平均を行い,  
上記の2式を満たすグリッド(φ0)でブロッキング

高気圧が発生していたとする. 式(2)の -8m/° は

背の高いという性質を持つブロッキング高気圧を

判断するための指標値である. この計算でブロッ

キング高気圧の発生地域を特定する.  

 ブロッキング高気圧発生日数を単回帰分析する

ことで経年変化の傾向を求める. 目的変数に季節

ごと 3 ヶ月のブロッキング高気圧発生日数, 説明

変数に時間をとり線形回帰を行った. 得られる回

帰係数をブロッキング高気圧発生日数の経年変化

傾向とみなす.  

 

4. 結果 

 検出されたブロッキング高気圧からその主な発

生域は北太平洋とヨーロッパからグリーンランド

にかけての地域であった(Fig. 1).  

回帰分析の結果 34 年間でブロッキング発生日

数に傾向を発見した(Fig. 2). 春と夏に共通して極

東とグリーンランドで有意な増加傾向が, 秋と冬

は大西洋や北ヨーロッパに有意な増加傾向が見ら

れた. 有意性はみられないがどの季節もアラスカ

上でブロッキング高気圧が増加している傾向にあ

る. 

傾向のあった主な発生地域を指定し, , ブロッ

キング高気圧が領域を占有する割合を計算した. 

Fig. 3 はアラスカ(60°N - 75°N,  135°W - 170°)の

領域で発生した 1 回のブロッキング高気圧の年平

均占有率の時系列を表す. これより選択したアラ

スカの領域でブロッキング高気圧が大型化してい

ることが分かった. グリーンランドの領域でも同

様の傾向が見られた. 

アラスカ領域で発生するブロッキング高気圧に

注目し, 領域内のグリッドでブロッキング高気圧

を検出していない状態から領域内でブロッキング

高気圧を検出した日を基準日(day0)としてコンポ

ジット解析を行った. Fig. 4は春季アラスカ領域で

20 日間以上持続した 14 事例のコンポジット図で

ある.線は day0の 500hPa面の高度, 色は 850hPa

面の気温の day+3 と day-3 の差を示す. ブロッキ

ング高気圧の発生によってアラスカからボーフォ

ート海の気温が上昇していた.  



 

5. まとめ・考察 

 季節ごとのブロッキング高気圧発生日数には統

計的に有意な増加傾向が認められる地域があった. 

極東域, グリーンランドでの増加傾向は春夏の暖

候期に類似していた. アラスカに注目すると全季

節を通して増加傾向があり特に春季に有意な増加

をしていた. 大型化していたことからこの地域の

ブロッキング高気圧の影響が大きくなっていると

推測される.  

コンポジット解析から春季アラスカ上で発生す

るブロッキング高気圧が, 北極の温暖化に寄与し

ている可能性がある.  

 先行研究では北極の温暖化が中緯度のブロッキ

ングの発生頻度を高めることが示唆されているが, 

ブロッキング高気圧の影響が北極の温暖化に影響

していると仮定すれば, この相互関係は強まると

考えられる. また, ブロッキングは惑星波によっ

て遠隔地域に連鎖するため, アラスカでの増加傾

向の原因や結果が他の地域のブロッキング高気圧

と関係していないか調査する必要がある. 

 

 

 

Fig. 1 Climatological blocking high frequency 

from 1979 to 2012.  
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Fig. 2 Seasonal trend in the number of blocking 

high from 1979 to 2012.  

 

Fig. 3 Time series of Alaskan blocking occupancy 

rate.  

 

Fig. 4 The composite analysis of Alaskan 

blocking high during spring. 
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